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＊
本
書
評
は
二
〇
一
九
年
六
月
十
六
日
に
立
教
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
中
世
の
「
地
下
」
社
会
」
で
朝
比
奈
新
と
熱
田

順
が
別
々
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
読
者
の
参
照
の
便
を
考
え

て
、
共
著
書
評
と
し
た
。
序
章
・
第
一
部
・
第
二
部
は
朝
比
奈
新

（
一
・
二
）、
第
三
部
・
第
四
部
・
終
章
は
熱
田
順
が
執
筆
し
（
三
・
四
）、

文
責
も
各
担
当
範
囲
に
お
い
て
各
自
が
負
う
。

一
、
本
書
（
序
章
～
第
二
部
）
の
概
要

　
本
書
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、「
生
業
」
を
テ
ー
マ
に
全
体
史
を
見

通
す
研
究
を
行
っ
て
き
た
著
者
の
集
大
成
と
な
る
著
作
で
あ
る
。
本

書
に
つ
い
て
は
序
章
・
終
章
を
含
め
た
一
〇
章
立
て
の
四
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
序
章
、
第
一
部
、
第
二
部
に
つ
い
て
内

容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
序
章
「
全
体
史
の
方
法
と
し
て
の
生
業
論
」
で
は
、歴
史
家
が
「
全

体
を
見
る
眼
」
の
一
つ
と
し
て
「
生
業
」
と
い
う
視
角
が
有
効
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
振
り
返
り
つ
つ
論
じ
て
い
る
。
歴
史

学
に
お
い
て
「
生
業
」
は
「
自
然
か
ら
資
源
を
獲
得
す
る
営
み
で
あ

る
生
業
」、「
百
姓
・
村
の
成
り
立
ち
の
基
礎
に
あ
る
生
業
」、「
全
体

社
会
を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
の
生
業
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
を
含

む
分
析
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
生
業
論

の
射
程
は
自
然
界
か
ら
資
源
を
獲
得
す
る
営
み
が
生
活
や
社
会
の
基

礎
を
つ
く
り
、
相
互
に
連
環
す
る
こ
と
で
社
会
全
体
が
動
く
と
い
う

一
連
の
過
程
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
生
業
」
が
社
会

の
全
体
構
成
や
歴
史
の
変
動
を
分
析
す
る
う
え
で
有
効
な
概
念
で
あ

る
こ
と
を
提
示
し
た
。

　
報
告
二

　
書
評
・
春
田
直
紀
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
八
年
）

　
朝
比
奈
　
　
　
新

熱
　
田
　
　
　
順
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第
一
部
「
資
源
所
有
論
」
第
一
章
「
自
然
利
用
の
技
術
と
資
源
所

有
―
中
世
の
水
界
を
事
例
に
」
で
は
、
技
術
的
過
程
に
よ
る
生
業
資

源
の
所
有
関
係
に
つ
い
て
中
世
の
水
界
を
事
例
に
検
討
し
て
い
る
。

網
漁
は
小
規
模
な
刺
網
系
に
対
し
て
、
操
業
規
模
を
大
型
化
さ
せ
た

曳
網
・
巻
網
系
に
よ
っ
て
、
漁
場
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
漁
撈
秩
序

の
節
目
と
な
っ
た
の
が
、
鎌
倉
幕
府
が
示
し
資
源
の
均
等
化
が
図
ら

れ
た
「
山
河
半
分
の
率
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
り
個
別
利
害
の
調
整
機

関
と
し
て
水
産
資
源
の
〈
管
理
主
体
と
し
て
の
共
同
体
〉
が
立
ち
現

れ
て
く
る
と
い
う
。荘
園
制
に
お
い
て
土
地
制
度
外
の
山
野
河
海
は
、

所
領
分
割
を
契
機
に
漁
場
が
水
産
資
源
の
利
用
慣
行
を
権
利
化
・
制

度
化
し
た
知
行
権
の
対
象
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
と
述
べ
る
。

　
第
二
章
「
水
面
領
有
の
中
世
的
展
開
―
網
場
漁
業
の
成
立
を
め

ぐ
っ
て
」
で
は
、
一
三
世
紀
末
以
降
の
網
場
漁
業
の
成
立
と
山
野
海

浜
領
域
の
変
容
を
検
討
し
て
い
る
。
若
狭
湾
沿
岸
で
の
漁
業
権
益
は

塩
木
山
の
領
有
を
通
し
て
間
接
的
に
保
障
さ
れ
て
い
た
が
、
一
三
世

紀
末
に
な
る
と
、
地
先
海
面
の
漁
業
権
は
磯
場
空
間
に
限
定
さ
れ
、

そ
の
外
側
に
広
が
る
海
域
は
明
確
に
陸
地
と
は
異
な
る「
法
的
空
間
」

と
し
て
体
制
化
さ
れ
た
と
い
う
。
体
制
化
さ
れ
た
中
沖
空
間
で
は
、

形
状
・
経
営
方
式
と
も
異
な
る
網
漁
業
が
存
在
し
、
網
漁
技
術
の
発

展
は
、
上
層
百
姓
が
生
産
基
盤
を
網
場
漁
業
中
心
に
置
き
換
え
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
四
世
紀
以
降
、
網
場
が
家
産
化
し

た
こ
と
で
、
領
主
側
は
直
接
、
浦
の
上
層
百
姓
を
対
象
と
し
て
網
場

を
把
握
し
て
い
く
と
い
う
。
上
層
百
姓
の
漁
業
分
有
に
直
接
基
礎
を

お
い
た
知
行
方
式
か
ら
、
近
世
漁
村
領
域
の
原
形
は
、
中
世
に
ま
で

遡
る
と
結
論
付
け
た
。

　
第
二
部
「
生
業
保
障
論
」
第
三
章
「
山
野
河
海
の
秩
序
形
成
と
生

業
保
障
―
中
世
の
海
村
と
山
村
」
で
は
、
海
村
・
山
村
に
お
け
る
中

世
を
通
じ
た
展
開
を
、
生
業
の
舞
台
と
な
っ
た
山
野
河
海
の
場
に
即

し
て
跡
づ
け
て
い
る
。
一
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
荘
園
制
的
領
域
支
配

形
成
期
、
地
域
住
民
の
生
活
空
間
で
あ
る
ナ
ワ
バ
リ
の
世
界
を
反
映

し
た
形
で
、
領
主
に
よ
る
山
野
河
海
支
配
は
成
立
し
て
い
た
。
一
三

世
紀
後
半
以
降
、
製
塩
・
漁
業
技
術
の
発
達
に
伴
っ
て
安
定
的
な
生

業
の
場
が
成
立
し
、
上
級
権
力
は
家
産
化
が
進
ん
だ
名
主
層
を
基
礎

に
生
業
把
握
を
実
現
し
て
い
く
。
浦
間
で
は
、
生
業
の
場
を
保
全
す

る
主
体
と
し
て
の
村
落
が
登
場
し
、
一
五
世
紀
、
商
業
流
通
の
展
開

や
山
請
な
ど
経
済
目
的
に
応
じ
た
村
落
間
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
近
世

の
入
会
関
係
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
述
べ
る
。

　
第
四
章
「
生
業
保
障
か
ら
み
た
中
世
の
負
担
体
系
」
で
は
、
権
力

に
よ
る
諸
生
業
へ
の
保
障
に
つ
い
て
、
年
貢
・
地
子
・
公
事
を
通
し

て
検
証
し
て
い
る
。
弓
削
島
荘
に
お
け
る
非
農
業
生
産
物
の
収
取
で

は
、
出
挙
に
通
じ
る
方
式
を
読
み
取
っ
た
。
多
烏
・
汲
部
両
浦
で
は
、

漁
業
権
益
を
安
堵
し
た
網
場
に
年
貢
な
い
し
公
事
を
賦
課
し
て
い
く

と
し
、
検
注
対
象
の
浜
・
山
へ
の
拡
大
、
網
場
権
の
成
立
と
い
っ
た

再
編
成
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
。
伊
勢
国
の
塩
浜
で
は
生
業
を
把
握
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す
る
場
合
、
土
地
へ
の
賦
課
事
態
は
地
子
と
い
う
形
態
を
と
り
つ
づ

け
る
。
ま
た
、
公
事
負
担
が
賦
課
対
象
と
な
る
生
業
の
権
益
を
保
障

す
る
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
。
日
本
中
世
の
土
地
制
度
と
税
制

は
、
生
業
活
動
を
保
障
し
、
多
様
な
産
物
を
補
足
し
う
る
弾
力
的
な

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

二
、
本
書
（
序
章
～
第
二
部
）
の
成
果
と
展
望

　
本
書
の
成
果
は
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
日
本
中
世
の
荘
園
・
村
落

史
研
究
を
、漁
業
を
中
心
と
し
た
生
業
か
ら
捉
え
直
し
た
点
に
あ
る
。

そ
し
て
、
漁
業
史
に
つ
い
て
寄
人
や
神
人
と
い
っ
た
奉
仕
者
集
団
の

動
向
か
ら
捉
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
研
究
史
に
対
し
、
漁
業
技
術
の
違

い
に
注
目
し
て
自
然
と
人
と
魚
の
三
者
の
関
係
性
を
重
視
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
評
者
の
関
心
か
ら
、
今
後
の
重
要
な
論
点
に

な
る
と
思
わ
れ
る
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
一
点
目
は
、
荘
園
制
的
領
域
支
配
を
漁
撈
形
態
か
ら
具
体
化
し
た

こ
と
で
、
生
業
と
い
う
視
点
が
立
荘
論
（
１
）
で
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
領

域
型
荘
園
成
立
に
お
け
る
地
域
社
会
の
構
造
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と

を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
一
三
世
紀
の
若
狭
湾
沿
岸
で
は
、
網
場
漁

業
成
立
以
前
の
山
野
海
浜
支
配
が
、
塩
木
山
を
基
軸
に
し
て
お
り
、

漁
場
自
体
の
排
他
的
占
有
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
網
場

漁
業
成
立
に
よ
り
水
面
に
対
す
る
所
有
意
識
が
高
ま
り
、
一
三
世
紀

末
の
地
先
海
面
の
漁
業
権
は
磯
場
空
間
に
限
定
し
た
領
域
に
の
み
与

え
ら
れ
、
そ
の
外
側
に
広
が
る
海
域
は
中
分
法
が
適
用
さ
れ
、
陸
地

と
は
異
な
る
「
法
的
空
間
」
と
し
て
体
制
化
さ
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
本
書
の
成
果
を
受
け
て
、
評
者
は
、
水
面
を
含
め
た

領
域
型
荘
園
の
形
成
過
程
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
当
初
、
住
人
等

が
荘
園
制
的
な
領
域
支
配
を
必
要
と
し
た
の
は
、
田
畠
な
ど
を
含
ん

だ
生
活
空
間
で
あ
る
浦
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
。
荘
園
領

主
が
囲
い
込
ん
だ
広
大
な
四
至
と
は
異
な
る
次
元
で
、
住
人
は
生
活

空
間
の
み
を
荘
園
制
的
な
領
域
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
排
他
的
占
有
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
塩
木
山

に
つ
い
て
も
、
製
塩
に
用
い
た
塩
木
伐
採
に
よ
る
枯
渇
が
原
因
で
住

人
間
相
論
が
お
き
、
領
主
に
よ
る
裁
定
で
小
山
単
位
で
の
排
他
的
な

荘
園
制
的
領
域
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と

は
、
住
人
の
荘
園
領
主
に
対
す
る
空
間
的
な
帰
属
意
識
を
強
く
さ
せ

た
。
網
場
漁
業
の
技
術
力
向
上
に
よ
り
、
水
面
を
含
め
た
形
で
領
域

の
画
定
が
必
要
と
な
っ
た
際
、
磯
場
空
間
が
荘
園
制
的
な
領
域
と
し

て
成
立
す
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
四
至
内
は
他
荘
住
人
の
活

動
を
規
制
す
る
空
間
で
あ
り
、
荘
園
領
主
に
よ
る
政
治
的
な
領
域
支

配
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
沖
空
間
で
の
秩
序
形
成

が
、
在
地
の
慣
行
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
荘
園
制
的
領
域

は
住
人
主
体
な
空
間
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

　
二
点
目
は
、生
業
論
と
地
下
文
書
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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著
者
は
、
一
四
世
紀
以
降
、
若
狭
湾
沿
岸
の
網
場
漁
業
が
、
特
定
の

上
層
百
姓
の
家
産
と
し
て
安
定
し
た
要
因
に
、
漁
業
技
術
の
発
達
に

伴
う
漁
場
・
漁
法
な
ど
の
漁
撈
秩
序
の
変
化
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
が
、
本
書
で
取
り
上
げ
て
い
た
若
狭

湾
沿
岸
の
上
層
百
姓
家
に
伝
来
し
た
中
世
文
書
の
様
式
に
与
え
た
影

響
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　
た
と
え
ば
、
中
世
漁
村
で
あ
っ
た
多
烏
浦
の
浦
刀
祢
家
に
は
、
家

印
署
判
の
中
世
文
書
が
確
認
で
き
る
（
２
）
。
鎌
倉
末
期
ま
で
は
売
券
の
よ

う
な
私
文
書
や
沙
汰
人
層
に
よ
る
宛
状
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
南
北
朝
期
に
な
る
と
、
領
主
に
注
進
す
る
文
書
で
も
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
様
式
の
変
化
か
ら
、
年
貢
注
文
の
家
印
署
判

か
ら
年
貢
の
地
下
請
主
体
と
し
て
の
百
姓
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
惣
中
間
の
地
域
的
連
帯
が
海
・
山
の
秩
序
維
持
機
能
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
百
姓
家
の
微
証
と
し
て
私
的
な
契
約
文

書
で
用
い
ら
れ
て
き
た
家
印
署
判
が
、
対
外
的
な
文
書
に
お
い
て
も

惣
中
構
成
員
の
サ
イ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
（
３
）
。

こ
の
家
印
は
、
か
つ
て
網
に
つ
け
ら
れ
た
木
製
の
浮
き
に
刻
ま
れ
て

い
た
。
生
業
に
お
け
る
共
同
の
作
業
場
で
相
互
識
別
を
可
能
と
す
る

た
め
の
印
が
あ
り
、
そ
れ
が
家
で
継
承
さ
れ
文
書
の
署
判
と
し
て
現

れ
る
場
合
が
あ
る
。
家
印
を
生
業
と
の
関
係
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
（
４
）

。
　
そ
の
他
に
も
、
一
三
世
紀
末
に
袖
判
下
文
か
ら
袖
判
下
知
状
・
袖

判
宛
行
状
へ
の
様
式
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
下

知
状
に
は
漁
業
相
論
を
通
し
て
上
位
権
力
の
下
知
を
求
め
る
浦
刀

祢
・
百
姓
の
積
極
的
な
姿
勢
が
あ
り
、
宛
行
状
で
は
網
漁
の
権
利
付

与
が
見
ら
れ
る
（
５
）

。
年
貢
が
田
畠
に
賦
課
さ
れ
る
た
め
水
田
中
心
の
視

点
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
地
下
の
文
書
様
式
を
、
生
業
論

か
ら
変
化
を
捉
え
直
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
。

　
以
上
、
本
書
は
生
業
史
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
本
中
世
史
研
究
を

新
た
な
切
り
口
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
生
業
史
・
環
境
史
の
み
な
ら
ず
、
領
域
支
配
に
焦
点
を
あ
て

た
荘
園
制
研
究
、
地
下
文
書
研
究
に
お
い
て
も
、
新
た
な
論
及
の
可

能
性
を
示
し
た
と
い
え
る
。
本
書
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に

諸
研
究
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
　

（
以
上
、
朝
比
奈
新
執
筆
）

三
、
本
書
（
第
三
部
～
終
章
）
の
概
要

　
本
書
は
、
中
世
社
会
に
お
け
る
様
々
な
「
生
業
」
の
実
態
、
お
よ

び
そ
れ
と
政
治
・
社
会
の
動
き
と
の
関
連
性
に
着
目
し
た
、
著
者
の

長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
著
作
で
あ
る
。
四
部
構

成
か
ら
な
る
合
計
八
本
の
収
録
論
文
に
よ
っ
て
、生
業
資
源
の
獲
得
・

利
用
を
基
軸
と
し
て
形
成
さ
れ
る
多
様
な
秩
序
の
あ
り
方
や
、
上
級
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権
力
に
よ
る
生
業
保
障
の
機
能
、
そ
し
て
「
美
物
」
を
媒
介
に
し
て

構
築
さ
れ
る
社
会
的
関
係
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
終

章
（
新
稿
）
で
は
、
右
の
諸
成
果
か
ら
見
出
さ
れ
る
日
本
中
世
社
会

の
特
質
と
そ
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
学
際
的
な
視
点
か
ら
検
討
が

加
え
ら
れ
る
。

　
本
書
評
で
は
、
第
三
部
～
終
章
を
対
象
に
、
各
章
ご
と
の
ま
と
め

と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
三
部
「
生
業
村
落
論
」
第
五
章
「
中
世
海
村
の
生
業
暦
」
で
は
、

中
世
海
村
の
生
業
暦
に
つ
い
て
、
福
井
県
越
前
海
岸
・
若
狭
湾
の
沿

海
地
域
を
対
象
に
、
膨
大
な
産
物
・
生
業
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
を

行
う
。
そ
し
て
、
①
中
世
の
海
村
は
、
複
数
の
生
業
が
組
み
合
わ
さ

る
「
外
部
的
複
合
」
の
形
態
を
と
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
は
【
Ⅰ
型
】〈
畠

作
（
＋
稲
作
）
＋
製
塩
〉・【
Ⅱ
型
】〈
製
塩
＋
漁
撈
（
＋
山
野
利
用
・

畠
作
）〉・【
Ⅲ
型
】〈
漁
撈
＋
製
塩
（
＋
稲
作
・
養
蚕
）〉・【
Ⅳ
型
】〈
漁

撈
＋
製
塩
（
＋
山
野
利
用
・
養
蚕
）〉
と
い
う
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分

類
で
き
る
こ
と
、
②
海
村
は
水
稲
耕
作
地
に
乏
し
い
環
境
だ
が
、
固

有
の
海
産
資
源
供
給
地
と
廻
船
業
の
拠
点
と
い
う
性
質
を
併
せ
持
っ

て
い
た
た
め
、
領
主
か
ら
浦
と
い
う
所
領
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
③
中
世
海
村
の
生
産
構
造
は
、
資
源
利
用
休
止
期
間
の

設
定
や
、
領
主
に
よ
る
下
行
と
出
挙
、
そ
し
て
代
物
・
代
銭
納
制
の

採
用
な
ど
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
中
世
カ
ル
デ
ラ
村
落
の
生
業
空
間
―
記
録
地
名
の
語
彙

分
析
に
よ
る
復
原
―
」
で
は
、
中
世
後
期
の
人
々
の
自
然
に
対
す
る

認
識
と
、
そ
れ
が
生
業
に
よ
る
資
源
利
用
や
空
間
構
成
に
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
具
体
的
に
は
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
湯
浦
郷

の
「
山
野
境
注
文
」
に
記
載
さ
れ
る
字
名
や
境
表
記
を
「
地
名
語
彙

の
成
分
分
析
」
法
を
用
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
①
郷
内
の
低
地
・
里
・

カ
ル
デ
ラ
内
壁
部
・
外
輪
山
頂
上
部
が
道
を
媒
介
に
し
て
有
機
的
に

繋
が
っ
て
い
た
こ
と
、
②
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
低
差
を
有

す
る
カ
ル
デ
ラ
内
壁
は
、
中
世
湯
浦
郷
に
居
住
す
る
人
々
に
と
っ
て

障
壁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
環
境
に
適
し
た
生
業
空
間
の
規
定
要

因
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
四
部
「
資
源
の
社
会
循
環
論
」
第
七
章
「
美
物
が
つ
な
ぐ
社
会

関
係
史
」
で
は
、
中
世
後
期
の
都
鄙
や
階
層
間
の
社
会
関
係
を
分
析

す
る
。
具
体
的
に
は
、
一
五
世
紀
以
降
の
漁
村
史
料
や
日
記
に
頻
出

す
る
「
美
物
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
全
過

程
を
追
跡
す
る
こ
と
で
、
①
一
五
世
紀
後
半
に
は
、
若
狭
か
ら
京
都

へ
最
短
一
昼
夜
に
し
て
生
鮮
海
産
物
が
届
く
産
地
直
送
便
が
機
能
し

て
い
た
こ
と
、
②
戦
国
期
に
は
、
生
鮮
海
産
物
を
主
と
す
る
美
物
の

み
を
負
担
す
れ
ば
よ
い
浦
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
生

業
構
造
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
③
消
費
者
が
行
う
美
物
の
贈

答
に
は
、
中
央
権
威
へ
の
依
存
や
文
化
交
流
な
ど
多
様
な
意
味
合
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
を
解
析
し
て
い
る
。

　
第
八
章
「
モ
ノ
か
ら
み
た
一
五
世
紀
の
社
会
」
で
は
、
モ
ノ
と
し
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て
の
美
物
が
循
環
す
る
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
五

世
紀
に
な
る
と
、
①
室
町
将
軍
へ
の
進
上
品
の
う
ち
定
式
化
し
た
高

級
贈
答
品
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
美
物
が
大
半
を
占
め
る
、
②
当
時
作

成
さ
れ
た
日
記
等
に
は
特
産
地
と
い
う
概
念
の
定
着
を
示
す
記
述
や

美
物
を
伴
う
饗
宴
の
記
事
が
散
見
す
る
、
③
そ
れ
ま
で
寺
社
や
領
主

が
生
産
を
主
導
し
て
い
た
作
物
の
特
産
物
化
、
と
い
っ
た
複
数
の
特

徴
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
著
者
は
、
領
主
・
領
民
に
よ
る
共
同
管
理
の
も
と
維
持
さ
れ

て
き
た
地
域
資
源
が
、
貢
納
・
贈
答
・
商
品
生
産
と
い
う
三
者
共
通

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
一
五
世
紀
固
有
の
産
地
形
成
の
あ

り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
結
論
付
け
る
。

　
終
章
「
生
業
論
か
ら
み
た
日
本
中
世
社
会
の
特
質
」
で
は
、
土
地

と
人
間
の
関
係
構
造
を
西
洋
中
世
型
・
西
洋
近
代
型
・
中
国
近
世
型

の
三
つ
に
類
型
化
し
た
寺
田
浩
明
氏
に
よ
る
仕
事
（
６
）
と
の
比
較
検
討
を

通
じ
て
、
日
本
中
世
社
会
の
特
質
を
論
じ
る
。
著
者
は
、
寺
田
氏
が

“
前
近
代
―
近
代
”
と
い
う
二
項
対
立
的
視
角
を
相
対
化
し
た
点
を

積
極
的
に
評
価
し
た
う
え
で
、
氏
が
唱
え
る
と
こ
ろ
の
土
地
と
人
の

関
係
を
、
生
業
を
媒
介
と
し
た
自
然
と
人
間
の
「
生
身
」
の
関
係
と
し

て
捉
え
直
す
。
具
体
的
に
は
、
資
源
所
有
や
生
業
保
障
な
ど
様
々
な
切

り
口
か
ら
、
日
本
中
世
の
荘
園
制
や
「
勧
農
」
の
再
評
価
等
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
モ
ノ
の
循
環
を
生
み
出
す
生
業
が
全
体
史
を
見
渡
す

に
あ
た
っ
て
有
力
な
分
析
概
念
と
な
る
点
を
強
調
し
て
稿
を
閉
じ
る
。

四
、
本
書
（
第
三
部
～
終
章
）
の
成
果
と
展
望

　
ま
ず
成
果
に
つ
い
て
、
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
や
は
り
「
生
業
」

と
い
う
視
角
か
ら
日
本
中
世
に
特
有
の
社
会
構
造
を
解
析
し
た
点
で

あ
ろ
う
。
領
主
と
在
地
の
関
係
、
お
よ
び
生
産
・
流
通
・
消
費
・
贈

答
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
相
互

に
関
連
性
を
持
た
せ
ず
に
議
論
さ
れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
複
数
の
テ
ー

マ
を
、「
生
業
」
と
い
う
観
点
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
論
じ
る
こ
と
で
日

本
中
世
社
会
の
全
体
像
を
描
出
し
た
点
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
本
書

に
お
け
る
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
前
述
し
た
寺
田
氏
の
三
類
型
論
や
鬼
頭
秀
一
氏
に
よ
る

自
然
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
（
７
）

を
は
じ
め
と
す
る
他
分
野
の

研
究
を
十
全
に
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
本
書
の
成
果
を
世
界
史
規
模

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
て
論
じ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、

日
本
の
中
世
後
期
社
会
の
特
質
を
、
寺
田
氏
が
唱
え
た
と
こ
ろ
の
中

国
近
世
型
と
も
比
較
さ
せ
つ
つ
再
評
価
し
た
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
社

会
の
中
に
お
け
る
日
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
に
際
し
て
の
重
要
な

論
点
の
提
示
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
こ
ち
ら
は
分
析
手
法
に
関
わ
る
こ
と
だ
が
、
一
連
の
豊

富
な
成
果
の
前
提
に
著
者
の
綿
密
な
現
地
調
査
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。
そ
の
意
義
深
さ
は
、
特
に
第
六
章
に
お
い
て
顕
著
に

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
、
こ
こ
で
研
究
対
象
と
し
た
肥
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後
国
阿
蘇
郡
湯
浦
郷
故
地
で
徹
底
し
た
踏
査
と
聞
き
取
り
を
行
い
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
景
観
の
復
原
作
業
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
山
野
境
注
文
」
に
登
場
す
る
字
名
等
を
「
小
地
名

を
利
用
し
た
環
境
認
識
の
解
析
法
」（
本
書
一
九
四
頁
）
を
用
い
て

詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
成
果
と
右
の
現
地
調
査
成
果
と
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
の
新
た
な
地
理
的
特
質
を
復
原
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
丹
念
か
つ
先
駆
的
な
手
法
も
、

本
書
が
も
つ
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
多
く
の
評
価
点
が
見
出
さ
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上

こ
こ
ま
で
に
と
ど
め
、
若
干
の
展
望
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ

れ
は
、本
書
の
成
果
と
日
本
近
世
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
著
者
は
、
第
八
章
の
中
で
「
近
世
へ
の
展
開
を
考

え
る
た
め
に
は
、
連
続
面
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
（
中
略
）
モ
ノ

の
動
き
の
背
後
に
あ
る
時
代
の
条
件
を
総
合
的
に
検
証
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」（
本
書
二
九
六
頁
）
と

述
べ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
視
点
に
も
と
づ
い
た
検
証
の
蓄
積

に
よ
っ
て
、
連
続
・
断
絶
両
側
面
か
ら
中
世
と
近
世
の
関
連
性
が
見

え
て
く
る
と
考
え
る
。
実
際
に
こ
こ
で
も
、
贈
答
品
と
し
て
の
甜
瓜

が
一
六
世
紀
初
頭
に
記
録
上
か
ら
消
え
る
事
実
に
着
目
し
、
そ
う
し

た
変
化
の
背
景
に
「
味
覚
・
嗜
好
の
変
化
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
本

書
二
九
五
頁
）。
も
っ
と
も
、「
生
業
」
か
ら
中
世
社
会
を
捉
え
直
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
本
章
で
は
、
近
世
と
の
連
関
に
つ
い
て
深
い
議

論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
個
別
事
例
検
討
の
積
み
重

ね
も
ま
た
、
生
業
論
の
さ
ら
な
る
展
開
に
必
ず
や
寄
与
す
る
と
思
わ

れ
る
。

　
な
お
、
か
か
る
点
と
関
わ
っ
て
私
見
を
交
え
つ
つ
述
べ
る
と
、
中

近
世
移
行
期
や
そ
れ
以
降
に
在
地
で
作
成
さ
れ
た
文
書
・
由
緒
書
の

内
容
や
伝
来
状
況
か
ら
、
人
々
の
生
業
に
対
す
る
意
識
・
記
憶
を
析

出
す
る
作
業
も
有
効
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

丹
波
国
山
国
荘
地
域
の
家
々
に
伝
わ
る
由
緒
書
類
の
中
に
は
、
当
該

地
域
の
主
要
生
業
で
あ
る
林
業
に
関
す
る
記
載
が
散
見
す
る
（
８
）

。
も
ち

ろ
ん
、
後
世
の
記
述
を
研
究
対
象
と
す
る
際
に
は
徹
底
し
た
史
料
批

判
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
れ
で
も
、
近
年
、
同
地
域
で
の
古
文
書
調

査
を
長
く
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
坂
田
聡
氏
が
「
近
世
村
方
文
書
ま
で

を
も
視
野
に
入
れ
た
在
地
文
書
論
の
構
築
は
、
と
て
も
重
要
な
課
題

だ
と
思
わ
れ
る
（
９
）
」、
と
論
じ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ま

さ
に
著
者
が
提
唱
す
る
「
地
下
文
書
」
論（
（1
（

の
観
点
か
ら
、
近
世
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
生
業
論
の
よ
り
一
層
の
進
展
を
期
待
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
、
本
書
の
内
容
な
ら
び
に
成
果
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
。
誤
読
や
曲
解
に
よ
る
不
適
切
な
記
述
が
あ
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
全
て
評
者
の
不
勉
強
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
著
者
の
ご
海
容
を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、本
書
は
、中
世
社
会
に
広
く
見
ら
れ
た
「
生
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書
評
・
春
田
直
紀
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）（
朝
比
奈
・
熱
田
）

業
」
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
当
該
期
の
社
会
像
を
捉
え
直
す
と
い

う
、
き
わ
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
著
作
で
あ
る
。
こ
こ
に
含
ま
れ

る
豊
富
な
研
究
成
果
は
、間
違
い
な
く
生
業
論
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、

村
落
論
や
地
域
社
会
論
を
は
じ
め
と
す
る
多
分
野
の
研
究
を
推
し
進

め
る
鍵
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
研
究
の
さ
ら
な
る
深
化
を
期
し

て
擱
筆
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
、
熱
田
順
執
筆
）
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史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

註 （
1
）
川
端
新
『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版 

、二
〇
〇
〇
年
）。

高
橋
一
樹
『
中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
2
）
薗
部
寿
樹
「
丹
波
国
山
国
荘
に
お
け
る
木
印
署
判
に
つ
い
て
」（
同

著
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
―
村
落
定
書
と
署
判
―
』
小
さ
子

社
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
六
年
）。

（
3
）
春
田
直
紀
「
浦
刀
祢
家
文
書
の
世
界
」（
春
田
直
紀
編
著
『
中
世
地

下
文
書
の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
4
）
佐
藤
雄
基
・
大
河
内
勇
介
「
秦
家
文
書
」（
前
掲
注
（
３
）
春
田
編

著
所
収
、
大
河
内
勇
介
担
当
分
）。

（
5
）
前
掲
注
（
３
）
春
田
論
文
。

（
6
）
寺
田
浩
明
「
中
国
近
世
に
お
け
る
自
然
の
領
有
」（『
シ
リ
ー
ズ
世

界
史
へ
の
問
い
一
　
歴
史
に
お
け
る
自
然
』岩
波
書
店
、一
九
八
九
年
）。

（
7
）
鬼
頭
秀
一
『
自
然
保
護
を
問
い
直
す
―
環
境
倫
理
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
―
』（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
六
年
）。

（
8
）
野
田
只
夫
編
『
丹
波
国
山
国
荘
史
料
』
三
四
九
号
等
。
な
お
当
該

地
域
に
伝
わ
る
由
緒
書
に
つ
い
て
は
、
坂
田
聡
「
由
緒
書
と
偽
文
書

―
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
山
国
枝
郷
黒
田
三
か
村
を
例
に
―
」（
同

著
『
家
と
村
社
会
の
成
立
―
中
近
世
移
行
期
論
の
射
程
―
』
高
志
書

院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）
等
に
詳
し
い
。

（
9
）
坂
田
聡
「
中
近
世
移
行
期
の
在
地
社
会
と
文
書
―
丹
波
国
山
国
荘

地
域
に
お
け
る
百
姓
の
リ
テ
ラ
シ
ー
論
を
踏
ま
え
て
―
」（『
中
央
大

学
文
学
部
紀
要
』史
学
第
六
四
号（
通
巻
第
二
七
六
号
）、二
〇
一
九
年
）。

（
10
）
前
掲
注
（
３
）
春
田
編
著
。

			




　
　
（
朝
比
奈
　
新
：
立
川
市
史
編
さ
ん
担
当
、

			




　
　
　
熱
田
　
順
：
中
央
大
学
嘱
託
職
員
）
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